
 

厚生労働科学研究費補助金（健康安全・危機管理対策総合研究事業） 

CBRNE事態における公衆衛生対応に関する研究 

分担研究報告書 

 

地下鉄サリン事件における患者移動モデルの構築に関する研究 
 

研究分担者 市川 学 東京工業大学大学院総合理工学研究科 

石峯康浩 国立保健医療科学院健康危機管理研究部 

齋藤大蔵 防衛医科大学校防衛医学研究センター外傷研究部門 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
Ａ．研究目的 

 CBRNE事態における災害現場において、患者

を周辺の医療機関に収容するにあたり、あらか

じめ各医療機関にどのくらいの患者が搬送され

てくるかを把握しておくことと、どのくらいの

患者を搬送することができるのかを検討してお

くことは、非常に大事なことである。本研究で

は、平成25年度に構築した「二次医療圏におけ

る救急搬送医療モデル」を基に、患者の発生人

数と発生場所を、平成7年に発生した地下鉄サ

リン事件の推計値を利用するモデルへと修正し、

CBRNE事態発生時の近隣医療機関の負担を可視

化できる基礎モデルへと応用する。 

 

Ｂ．研究方法 

 「二次医療圏における救急搬送医療モデル」

で採用した、社会シミュレーションの領域で標

準的なモデル構築手法であるエージェントベー

スのアプローチの特徴を活かし、公開されてい

る地下鉄サリン事件の全患者を、個別のエージ

ェント(個別の意思決定主体)と見立てた。各患

者は、傷病程度を持ち、程度に応じた搬送手段

で近隣の医療機関に収容される。時間発生から

時系列に沿い患者が傷病程度に応じて該当する

搬送手段で医療機関に収容されるまでを表現し

た。 

 

（倫理面への配慮） 
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要なデータはすべて公開されているものを利用

した。そのため、倫理面への配慮は、不要と考

える。 

 

Ｃ．結果 

 各医療機関において、事件発生後からの患者

の傷病程度に応じた収容数を可視化した。各医

療機関において事件発生直後から患者が収容さ

れ始めることが確認できた。なお、救急隊によ

る傷病判断終了時点から、独歩（軽傷および中

等症）の患者は、各医療機関に移動を始めた。

重症患者については、救急車で搬送されること

と仮定したが、重症患者の収容状況について

は、現場に配置される救急車数に依存する傾向

を示した。 

 

Ｄ．考察 

このシミュレーション結果は、実際の地下鉄サ

リン事件が発生した際の各医療機関への搬送状

況が現時点ではわからないため、結果の妥当性

について議論することはできない。当時の患者

搬送先の選択基準、使用可能な救急車の台数、

患者の傷病程度に応じた人数など、必要な情報

をシミュレーションの制約条件としてモデルに

組み込むことで、今後のモデルの高度化が期待

される。 

 

Ｅ．結論 

 本研究では、平成25年度に構築した「二次医

療圏における救急搬送医療モデル」を基に、地

下鉄サリン事件の患者発生場所と時刻、人数反

映したモデルを修正構築し、事件発生後の各医

療機関への患者搬送状況の可視化を試みた。構

築したモデルのシミュレーション結果から、各

医療機関への傷病程度に応じた患者の搬送状況

を判断できることを確認した。 

 今後は、実際の患者搬送先の選択基準、使用

可能な救急車の台数、患者の傷病程度に応じた

人数など、必要な情報を考慮し、CBRNE事態時

の対策評価が可能なモデルへと応用させる予定

である。 
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